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背シート内に後転防止ベルトが付いています。

面ファスナー

①ハンドルを握ったまま座シート左端もしくは右端の前を
　ゆっくり押し下げてください。（図①）
②キチッと開き切ってください。（図②）

①本体を後ろに引いて前輪を前進方向とは逆の向きに
　してください。
②左右の折りたたみロック解除ボタンを下に押します。
　（図①）
③メッシュシートは座面下のパイプとハンドル（図②）、
　O型・穴無し・U型シートは座受け中央付近とハンドル
　を持っておりたたみます（図③）。

※ロックを解除したまま使用しないでください。
※折りたたみを繰り返すと塗装がはがれる可能性が
　ありますが、サビに問題はありません。

・タイヤストッパーペダルの手前を踏むと後輪タイヤがロックされます。
・タイヤストッパーペダルの向こう側を踏むと後輪タイヤのロックが外れます。

※介助者が車椅子より離れる場合は、必ずタイヤストッパーをかけてください。
※移乗、停車、入浴する際は、必ず後輪タイヤをロックしてください。
　不意に本体が動き、転倒、けがをするおそれがあります。
※ロックをしていても本体に強い力が加わったり後輪と床との相性で本体が動く場合がありますので注意してください。
※ストッパーペダルを踏み抜くなど、ストッパーペダルにあまり強い力をかけないでください。破損するおそれがあります。
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折りたたみロック解除ボタン

・背シートは面ファスナータイプになります。取り外して、お手入れすることが可能です。
　また、面ファスナーの接着面をずらすことによって、張り具合を調節できますので、ご利
　用される方の身体状況に合わせてご使用いただけます。

※調節は３㎝以内にしてください。面ファスナーの接着範囲が少なくなると、外れてケガ
　をするおそれがあります。
　ご使用時には面ファスナーをしっかり止めるようにしてください。
　面ファスナーの全面をしっかり貼り付けずに使用すると、外れてケガをするおそれがあ
　ります。

※必要以上に取り外さないでください。安全上、面ファスナーが強力なタイプとなっておりますので、劣化が早くなるおそれがあります。
※背シートは取り外す事ができますが、ご使用時には必ず背シートを取り付けた状態でご使用ください。背シートが無いと後ろに転倒す
　る危険性がございます。
※後転防止ベルトは取り外せません。無理に取り外さないでください。
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ここを押します

ロック解除ボタン

肘掛けの取り扱い方

前方グリップの取り扱い方

①肘ロックの上部を押すとロックが解除され（図①）、肘掛けをはね上げる
　ことができます。さらに肘掛けの支柱は折りたたむ事ができます。（図②）
②肘掛けをロックする際は、折りたたんだ肘掛けの支柱を戻し、肘ロックを
　肘掛け受けにはめ込むと、ロックされます。

※肘掛けの支柱を折りたたんだ場合（図②）、必ず支柱を図①の状態に戻し
　てから、肘掛け受けにロックしてください。　　※指詰めにご注意ください。
※使用時には必ず肘ロックをロックしてください。ロックがされていないと肘掛けが外れ、転倒、けがをするおそれがあります。
※使用者を乗せたまま、肘掛けを持って移動しないでください。肘ロックが破損し、転倒、けがをするおそれがあります。
※固定した肘掛けの先端を内側から強く押さないでください。肘ロックが肘掛け受けから外れ、破損、転倒、けがをするおそれが
　あります。
※はね上げた肘掛けは後方へ回転しますので、寄りかからないでください。破損、転倒、けがをするおそれがあります。
※肘掛けに腰掛けないでください。破損、転倒、けがをするおそれがあります。
※肘パッドは接着されています。交換時以外は取り外さないでください。

肘掛けは左右ともはね上げ式になっております。

1.支柱パイプにあるロック解除ボタン(図①)を押してロックを解除し、
　肘掛けをはね上げます。
2.はね上げた肘掛けを下ろす際は、ロックが掛かるまでしっかり下ろし
　てください。
※肘掛けを上から押すだけでロックは掛かります。

※乗車中は、必ず前方グリップを外側に開いてからはね上げ、下ろす操
　作をしてください。前方グリップを閉じたままはね上げ、下ろす操作を
　すると使用者に前方グリップが当たります。
※肘掛けをはね上げ、下ろす際に可動する肘掛けと本体のすきま（図②）、
　支柱パイプと肘掛け取付部品とのすきま（図③）可動する支柱パイプ
　（図④）などで手や指をはさまないように注意してください。
※はね上げた肘掛けを他方向から押さないでください。
　破損、転倒、けがをするおそれがあります。
※乗車中は、必ず肘掛けを下ろして使用してください。
※使用者を乗せたまま肘掛けを持って移動しないでください。
　ロックが破損し、転倒、けがをするおそれがあります。
※肘掛けに腰掛けないでください。破損、転倒、けがをするおそれがあります。

・ご利用の際に握り、安心、安全です。
●前方グリップを開く場合
　前方グリップを外側に回転させると開きます。（写真①）
　移乗時や体を洗う際にご使用ください。
●前方グリップを閉じる場合
　前方グリップを内側に回転させると閉じます。（写真②）
　走行中や乗車中に握ってご使用ください。

※立ち座りの際は、次の事に注意してください。
・肘掛けを内側や外側に回転させるような使用はせず、肘掛けを垂直に押すように使用してください。不意に肘掛けが回転し、転倒、
　けがをするおそれがあります。
・前方グリップの片側だけに荷重を掛けたり、前方グリップを手すり代わりにして横方向に力をかけないでください。また、前方グリッ 
　プに腰掛けないでください。破損、転倒、けがをするおそれがあります。

※使用者が前方グリップを支えにしての移動や立ち上がりはしないでください。転倒、けがをするおそれがあります。
※前方グリップを閉じたまま立ち上がらないでください。　　　※乗車中は、前方グリップを閉じて使用してください。
※乗車中は、前方グリップを持った状態で前のめりにならないでください。バランスを崩し、転倒の原因となります。
※前方グリップを無理に引っ張ったり押さないでください。クッションが破損するおそれがあります。
※使用者を乗せたまま前方グリップを持って移動したり、前方グリップをハンドル代わりにして本体を操作しないでください。
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